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地域に伝わる「大凧揚げ習俗」への参加と継承を図る
学校教育の構造
―埼玉県春日部市立宝珠花小学校の場合―
The structure of school education aimed at encouraging participation in and the inheritance of the
“Big Kite” folk tradition
―The case of Kasukabe Municipal Hōshubana Elementary School in Saitama Prefecture ―
峯 岸 由 治 ＊
Abstract
This study focuses on school events and educational guidance that Hoshubana Elementary School
uses to encourage participation in and the inheritance of the “Big Kite” folk tradition. In doing so, the
study elucidates the concepts underlying the events and educational measures and examines the
meaning thereof. The school events are linked so that children can experience the essence of kite play,
which corresponds to the making and flying of kites. Involvement in the events helps children deepen
their sense of belonging and solidarity. Meanwhile, children also receive kite‒related educational
guidance in comprehensive learning by listening to “stories,” making pamphlets, and making kites.
These offerings allow children to learn about kite‒making history, kite‒making and flying techniques,
and the mentalities and efforts of the people who have supported the “Big Kite” folk tradition. The
school’ s educational activities function as a concrete device for maintaining the memory of the
community’s history and culture, thereby creating an “us” —a collective identity—of shared
community history and culture.
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⚑．はじめに
2006年に改正された新教育基本法は、教育目標に
「伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我
が国と郷土を愛する」こと、「公共の精神に基づき、
主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する
態度を養うこと」等を明記した1)。これは、グロー
バル社会の進展に伴って、「コミュニティへの帰属
意識を持ち、その運営に能動的に参加する、社会の
形成者、行為主体としての市民」の育成を図ろうと
する世界的な教育動向を反映したものであると言え
る2)。我が国では、その後、2008年中央教育審議会
答申が、「伝統や文化に関する教育の充実」「公共的
な事柄に自ら参画していく資質や能力を育成するこ
とを重視する方向で改善を図る」ことを求め、小中
高等学校の現行学習指導要領に反映させている3)。
一方、失われつつある地域コミュニティを再生さ
せる一つの手段として、「地域の伝統文化を見直そ
うとする動き」も広がっている4)。それは、コミュ
ニティでは、「政治的自治と文化的独自性の追求」
によって、住民の「社会的結合や帰属意識が形成」
されるからである5)。また、「地域に高い愛着を持
つ住民は、まちづくりやリサイクル活動、防災活動
など、地域活動に積極的に参加する」ことから、地
域住民の人間関係、祭礼やイベント等の歴史的文化
的資産といった社会的環境も注目されている6)。
「イベントや小規模の住民参加プロジェクト、住民
の歴史学習、地域の表彰制度」等は、住民の愛着形
成を促進することが指摘されている7)。すなわち、
「社会にとって望ましい市民の資質をいかに構想し、
またいかに育てていくか」という各国が直面してい
る課題に対して、我が国でも「社会への実際的参加
＊ Yoshiharu MINEGISHI 教育学部教授
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 12 号／
峯岸由治 ⚒ 校
119
やアイデンティティの持ちようを重視する」方向に
なっていると言える8)。
こうした中で、地域の芸能や習俗等の伝統文化を
活用し、伝統文化への参加と継承を図る実践や研究
が発表されている9)。そこで、本小論は、地域の大
凧揚げ習俗への参加と継承を図る旧春日部市立宝珠
花小学校の教育活動を取り上げ、検討する。旧春日
部市立宝珠花小学校の教育活動を取り上げるのは、
同校が学校行事と学習指導を連携させ、地域に伝わ
る大凧揚げ習俗に児童が多様な形で参加し、継承を
図っているからである。凧を教材もしくは題材とし
た学校教育に関する先行研究としては、社会科、総
合的学習の授業構成、学習指導の連携、地域コミュ
ニティの再生を視野に入れた学校行事に関する研究
等がある10)。学校行事と学習指導を連携し、大凧揚
げ習俗への参加と継承を図る旧春日部市立宝珠花小
学校の取り組みを検討することによって文化をとお
した社会参加、アイデンティティの形成、地域伝統
文化の継承等、グローバル社会における我が国の伝
統文化教育への示唆を得られるのではないかと考え
たのである。
旧春日部市立宝珠花小学校は1873年に開校され、
市町村合併を経て2005年春日部市立宝珠花小学校
（以下、宝珠花小学校と略す。）となり、2019年⚓月
閉校している。2019年⚔月からは、近隣の冨田小学
校、江戸川中学校と統合され、江戸川小中学校とし
て再出発している。この宝珠花小学校区には、天保
年間に始まったとされる大凧揚げ習俗が伝わってい
る。宝珠花地域の大凧揚げ習俗は、もともとは養蚕
の豊作占いとして始まったとされる。しかし、現在
は、端午の節句に子どもの誕生祝いの凧を揚げる習
俗として伝わっている11)。宝珠花地域の大凧は、明
治の中ごろに現在の大きさになったとされる。同校
では、こうした地域に残る大凧揚げ習俗を、学校教
育に活用している12)。
研究方法は、次のとおりである。第一に、宝珠花
小学校の学校行事と学習指導における大凧揚げ習俗
関連の取り組みを取り出し、事実を確定する。学校
教育は、「教育目的を達成するために、教科指導と
生活指導という二つの教育形態をたて、陶冶と訓育
という二つの教育機能をその形態固有の構造のもと
に組織」している13)。学校行事は、「全校又は学年
の児童で協力し、よりよい学校生活を築くための体
験的な活動を通して、集団への所属感や連帯感を深
め、公共の精神を養い」ながら、特別活動の目標に
ある資質・能力を育成するものである14)。学習指導
は、ある文化内容の獲得を通して、人格の形成を図
るものである。すなわち、学校行事は「訓育」とい
う教育機能を、学習指導は「陶冶」という教育機能
を担っているのである。第二に、学校行事と学習指
導における取り組みがなぜそのようになるのかを解
明し、その取り組みにはどのような意味があるのか
を考察する。
⚒．大凧揚げ習俗への参加を図る学校行
事の展開
⑴大凧揚げ習俗に関わる学校行事の概要
宝珠花小学校では、⚕月に行われる大凧揚げ習俗
に関連して、2018年度、以下のような学校行事が行
われている15)。
①11月⚙日 凧作り教室
凧作り教室は、全学年の児童が、春日部市庄和大
凧文化保存会（以下、「保存会」と略す。）の方（⚖
名）と一緒に凧を製作するものである。⚑年生はビ
ニル凧、⚒年生はダイヤ凧、⚓・⚔年生は角凧、⚕・
⚖年生は中凧（⚒m×1.4 m）を製作している。⚑・
⚒年生の凧作りには、次年度から江戸川小中学校で
一緒に学ぶ冨田小学校の児童も参加している。⚑・
⚒年生は、製作後校庭で凧揚げをしている。
②12月10日 凧揚げ集会
凧揚げ集会は、江戸川の河川敷で全校児童、教員、
保存会の方が参加して行われている。まず、⚑～⚔
年生が凧作り教室で製作した凧を揚げている。次
に、⚕・⚖年生が、凧作り教室で製作した中凧を、
大凧保存会の方に手伝ってもらい揚げている。
上記のような大凧揚げ習俗に直接関連する学校行
事のほかに、同校では校舎内や体育館には児童が製
作した、あるいは寄付された様々な凧が掲示されて
いる。また、学校行事ではないが、毎年⚕月⚓日、
⚕日に行われる「大凧あげ祭り」の様子について、
同校ホームページは次のように紹介している16)。な
お、両日とも祝日であり児童は自由参加となってい
る。
「⚕月⚕日（土）に、春日部市大凧あげ祭りが江
戸川の河川敷で開催されました。本校の児童も参加
をしました。午前中は、⚖年生が昨年度に凧作り教
室で作った凧を揚げました。今日は風も吹いており
よく揚がりました。また、自分たちで作成したパン
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フレットも一般のお客様に配布してくれました。午
後は、上若組と下若組に分かれて小凧を揚げまし
た。どちらの凧も大空高く舞い揚がりました（後
略）」
⑵大凧揚げ習俗に関わる学校行事の構成
宝珠花小学校の学校行事に、これらの大凧揚げ習
俗関連の内容が取り入れられているのは、「大凧が
夢を育む宝珠花小」と名付けられた同校の「グラン
ドデザイン」があるからである17)。グランドデザイ
ンでは、「大凧文化を継承し、地域を活性化する子
どもたち」という目標が掲げられ、地域に伝わる大
凧揚げ習俗が同校の教育活動の中心に位置づけられ
ていること、大凧揚げ習俗への関与と継承とによっ
て地域社会への貢献が意図されていることが指摘で
きる。また、「めざす学校像」には、第一に「地域
の伝統と文化を学び受け継ぐ学校」が挙げられてい
る。さらに、六つ挙げられている学校経営方針の四
番目には、「大凧文化の継承と地域に根ざした教育
の展開をする」ことが挙げられている。すなわち、
地域に伝わる大凧揚げ習俗の歴史や技術（製作、飛
揚等）、習俗を支え伝えてきた地域の人々の心情や
努力等を体験的に学ぶことによって、「めざす学校
像」を実現しようとしていると言える。同校では、
このようなグランドデザインにしたがって、「凧作
り教室」「凧揚げ集会」といった学校行事が取り組
まれ、後述するように総合的学習の教育課程に大凧
揚げ習俗に関する学習が位置づけられているのであ
る。
こうした、大凧揚げ習俗に関する同校の学校行事
は、「大凧あげ祭り」とともに、地域に伝わる大凧
揚げ習俗の「記憶を維持するための具体的な装置」
として機能していると言える18)。なぜなら、第一
に、同校の学校行事は、「凧作り集会」「凧揚げ集会」
というように凧を作って揚げるという凧遊びの本質
を児童が体感できるように行事が関連付けられてい
るからである。第二に、自由参加ではあるが「大凧
あげ祭り」という伝統的イベントに自作の凧を持っ
て参加する、地域の人々と一緒に小凧を揚げること
によって、所属感や連帯感を深めるものとなってい
るからである。つまり、同校の学校行事は、地域の
人と一緒に凧を作って揚げて楽しむという、宝珠花
地域に伝わってきた大凧揚げ習俗の「記憶」を「維
持・更新」する「具体的な装置」の一つとなってい
るのである。
⚓．大凧揚げ習俗の継承を図る学習指導
の展開
⑴総合的学習⚕年生「大凧の秘密を探り、パンフ
レットを作ろう」の授業概要
2018年度の「たからタイム（総合的学習の時間の
名称）」は、以下のようになっている19)。
すなわち、「たからタイム」は外国語活動、環境、
福祉、キャリア教育、児童の興味関心基づく課題、
地域や学校の特色に応じた課題で構成されているの
である。そして、地域や学校の特色に応じた課題と
して⚓年生「大凧名人に話を聞く」「凧づくり」、⚔
年生「凧づくり」、⚕年生「中凧づくり」「大凧の秘
密を探り、パンフレットを作ろう」、⚖年生「中凧
づくり」「宝珠花の歴史を調べよう」というように、
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表⚑ たからタイム 年間指導計画
学年 主な単元
年間 ⚑学期 ⚒学期 ⚓学期
⚓学年 ○英語活動
（15時間：各学期⚕時間）
○地域名人（帽子作り、竹細工、
大凧）にインタビュー（年間
26時間）
◎調べたことを新聞にまとめる
○宝小フェスティバルを成功さ
せよう（10)
○凧づくり（6）
○安全マップをつくろう（11）
○福祉体験（2)
⚔学年 ○英語活動
（15時間：各学期⚕時間）
○生活（点字、手話、車椅子）
を豊かにしよう
○宝小フェスティバルを成功さ
せよう（10)
○凧づくり（6）
○地球温暖化について調べよう
（17)
○福祉体験（2)
⚕学年 ○英語活動
（15時間：各学期⚕時間）
○尾瀬・丸沼を比べよう（15)
◎壁新聞で発表する（8)
○宝小フェスティバルを成功さ
せよう（10)
○中凧づくり（8）
○大凧の秘密を探り、パンフレッ
トを作ろう(12)
○福祉体験(2)
⚖学年 ○英語活動
（15時間：各学期⚕時間）
○宝珠花の歴
史を調べよ
う（15)
○鎌倉でのグ
ループ行動
を決めよう
（10)
○宝小フェスティバルを成功さ
せよう（10)
○中凧づくり（8）
○将来の職業について調べよう
（10)
○福祉体験（2)
地域に伝わる大凧揚げ習俗の理解、凧の製作や飛揚
技術の習得とが各学年に配置されていると言える。
上記教育課程の中から、ここでは⚕年生「大凧の秘
密を探り、パンフレットを作ろう」を取り上げる。
取り上げる理由は、後述するように、本単元が大凧
揚げ習俗に関するひとまとまりの学習として組織さ
れているからである。本単元の目標は、「自分たち
で凧の秘密を知り、パンフレットづくりをとおし
て、下の学年に引き継いでいく」ことである20)。授
業は、12時間で計画されている。指導計画は、以下
のとおりである。
表⚒ 「大凧の秘密を探り、パンフレットを作ろう」指導
計画
時数 日程 内容
1 ⚑月⚙日（水）
大凧の秘密を調べる
2 ⚑月16日（水）
3 ⚑月21日（月） パンフレットの分担
4 ⚑月23日（水）
各グループに分かれてページ作り
・大凧揚げの由来
・歴代の文字について
・凧の種類と組
・当日の予定・会場の周辺図
・宝珠花小の紹介
5 ⚑月28日（月）
6 ⚑月30日（水）
7 ⚒月⚔日（月）
8 ⚒月⚖日（水）
9 ⚒月13日（水）
10 ⚒月20日（水） 印刷
11 ⚒月25日（月） 色ぬり・仕上げ
100部作成12 ⚒月27日（水）
⑵総合的学習「大凧の秘密を探り、パンフレットを
作ろう」の授業展開
第⚑時は、どんなパンフレットにしたいか、児童
が内容を自分で考え、インターネットで宝珠花地域
の大凧祭、日本各地の凧揚げ習俗について調べてい
る。担任の大橋有希子教諭は、「とても意欲的」と、
その時の様子を話している。第⚒時は、これまでの
知識や経験をもとに、児童が載せたい記事を考え、
分担を決めている。また、「由来から載せた方がい
い」「案内図を載せた方がいい」等、パンフレット
の内容についても意見が出されている。第⚓時は、
パンフレットの題名を決めている。「夢をはぐくむ
大凧あげ祭り」「新たなスタート大凧あげ祭り」の
内、「新たなスタート大凧あげ祭り」をパンフレッ
トの題名に決めている。また、実際のパンフレット
を見比べ、パンフレットの構成と担当者が決められ
ている。パンフレットは⚖頁で構成され、各頁の内
容と担当者数は以下のとおりである。（担当人数）
「⚑頁：タイトル、大凧の説明、当日の予定（⚑）、
⚒頁：大凧揚げの由来（⚒）、⚓頁：大凧の作り
方（⚑）、 ⚔頁：歴代の凧文字（⚒）、⚕頁：凧
の大きさと重さ（⚑）、⚖頁：江戸川小中学校の
こと、会場の周辺図（⚒）」
第⚔時は、児童それぞれが、分担された内容を下
書きしている。第⚕時は、途中までの下書きをもと
に文字のデザイン、誤字の修正、修正に向けた手続
きの確認が行われ、レイアウトや記述内容の不確か
なところを誰に聞いて確かめるのかといったことが
話し合われている。第⚖時以降は、第⚕時の検討に
基づき修正、清書がされ、第10時に印刷が行われて
いる。その後、授業時間（⚒時間）、放課後の時間
も利用して彩色作業が行われ、パンフレットが製作
されている。
児童は、この作業を振り返って次のように書いて
いる。
「きょうとうせんせいに24年のことをきけてよ
かった（筆者註：平成24（2012）年は洪水があり、
土手が使えず大凧祭りが中止になっている）」
「みんなで分かりやすく教えあい、しっかり書き
直す事と、清書をしっかりとする事ができた」
「（筆者註：手作り）凧について、ちゃんと調べら
れた」
作成されたパンフレットは、2019年⚕月⚕日に、
⚖年生に進級した児童が、大凧あげ祭りを見に来ら
れた方々に配布している。その時の感想の一部は、
以下のとおりである。
「一生けん命作ったパンフレットをもらってくれ
てうれしかったです。配る時はきんちょうしたけ
ど、“ありがとう” といってもらえ、がんばって色
をぬったり、長い文を書いてよかったと思いまし
た。私は、クラスのみんなで作ったパンフレットは
すごくいいパンフレットだと思うので、相手の人も
すごくいいパンフレットと思ってもらえるとうれし
いです。パンフレットを作る事、それを配る事、い
い経験ができよかったです」
「ぼくは、パンレットの表紙をやって『大凧あげ
祭り』と大きく工夫したり、文字の大きさや、時間
の事や、絵の大きさや⚓回くらい下書きをして本番
はいちばん良かった下書きで清書しました」
「大凧は、揚げているだけで、あまりくわしく知
らなかったけど、パンフレットを作りながら大凧を
教育学論究 第 12 号 2 0 2 0
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 12 号／
峯岸由治 ⚒ 校
122
調べているうちに、だんだん大凧の事が分かってき
て、とても良い経験になった。みんなで、いっしょ
うけんめい作ったパンフレットをくばっている時
は、大凧の事がしっかり伝わっているといいなと
思っていて、くばった時に、ある人に、『これクラ
スで作ったの？すごいね。』と言われた時は、とて
もたっせい感がありました」
⑶総合的学習「大凧の秘密を探り、パンフレットを
作ろう」の授業構成
本総合的学習は、「パンフレットを作る」という
目標を達成するため共同的に調べる、書く、彩色し
仕上げるという構成になっている。このような構成
になっているのは、第一に、「大凧の秘密を探り、
パンフレットを作ろう」の指導時間が、2018年度か
ら12時間に削減されたからである。2017年度までは
22時間が配当されていたが、指導要領改訂に伴う外
国語活動の時間確保等のため10時間が削減されてい
る。そのため、指導内容の精選を図ったのである。
第二に、指導内容を精選するにあたり、大橋は聞く、
調べる、書くという活動を「パンフレットを作る」
ことに収斂させ、⚔年生や⚓年生に継承していこう
と考えたからである。だから、大橋は、「自分たち
はどのようなパンフレットを作りたいのか」「パン
フレットにどのような内容を掲載したいのか」とい
うことを児童に考えさせることから始めたのであ
る。そして、児童が作ろうとしているパンフレット
とはどのようなものなのか、なぜパンフレットは作
られるのか等、実際のパンフレットを見たり、読ん
だりさせながら考えさせているのである。すなわ
ち、自分たちが製作するパンフレットの目的と用途
を明確にさせるため、パンフレットという広告媒体
の形式を実感させ、機能を認知させていると言え
る。
こうした学習をとおして、児童はパンフレットに
タイトルを付けたり、構成を考えたりし、大凧揚げ
習俗に関するこれまでの学習や経験をもとに下書き
している。第⚕時は、下書きをもとに、パンフレッ
トの内容が集団的に検討されている。例えば、児童
が考えたタイトルのデザイン等が検討される場面で
は、「『な』の部分が見にくくて、文字のところはや
めたほうがいい」という文字のデザイン、「ひらが
なにする」という表記の修正、「言われたこと書き
こんどくのはどう」「皆のパンフレットだからさ、
皆に聞いてごらん」という修正に向けた手続きの確
認といったことを教師と児童は話し合っている。
児童は、この学習をとおして、これまで学習し経
験してきた大凧揚げ習俗に関する知識を再確認する
とともに、新たな知識を獲得し、再構築しているこ
とが指摘できる。例えば、「きょうとうせんせいに
24年のことをきけてよかった」「（筆者註：手作り）
凧について、ちゃんと調べられた」「大凧は、揚げ
ているだけで、あまりくわしく知らなかったけど、
パンフレットを作りながら大凧を調べているうち
に、だんだん大凧の事が分かってきて、とても良い
経験になった」というように、児童は地域の大凧揚
げ習俗を学び直しているのである。
また、この学習は、児童の達成感を満足させるも
のであったことも指摘できる。例えば、「みんなで
分かりやすく教えあい、しっかり書き直す事と、清
書をしっかりとする事ができた」「ぼくは、パンレッ
トの表紙をやって『大凧あげ祭り』と大きく工夫し
たり、文字の大きさや、時間の事や、絵の大きさや
⚓回くらい下書きをして本番はいちばん良かった下
書きで清書しました」というようにパンフレットの
製作を通して、児童は達成感を感じているのであ
る。
さらに、「配る時はきんちょうしたけど、“ありが
とう” といってもらえ、がんばって色をぬったり、
長い文を書いてよかったと思いました」「みんなで、
いっしょうけんめい作ったパンフレットをくばって
いる時は、大凧の事がしっかり伝わっているといい
なと思っていて、くばった時に、ある人に、『これ
クラスで作ったの？すごいね。』と言われた時は、
とてもたっせい感がありました」というように、児
童は配布行為からも達成感を感じているのである。
すなわち、本学習は、「大凧あげ祭り」に関する
パンフレットの作成という「地域やその歴史を記録
し表現する」活動をとおして、「それら知識を共有
すべき『私たち』を創出」しているのである21)。本
学習で「創出」されるのは大凧揚げの歴史、凧の種
類、凧の製作や飛揚の技術、大凧揚げを支える人々
の心情や努力等を共有する「私たち」である。宝珠
花小学校の児童は、⚑年生から凧の作り方や揚げ方
を学び、⚓年生では「凧名人」から大凧揚げの歴史、
凧あげの面白さ、凧あげの苦労等を聞き、⚕年生で
は大凧揚げについて学び直す等、その都度大凧揚げ
の「記憶」を「維持・更新」し、共有しているので
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ある。そして、「創出」される「私たち」は、パン
フレットの作成、配布を通して達成感を高めるとと
もに、「大凧あげ祭り」への来場者という異なるコ
ミュニティの人々へのパンフレットの配布という行
為をとおして祭りに参加し、地域社会への帰属意識
を高めているのである。
⚔．おわりに
本小論では、地域に伝わる大凧揚げ習俗への参加
と継承を図る宝珠花小学校の学校行事と学習指導を
取り上げ、背景にある考え方を解明し、その意味を
考察してきた。
学校行事では、凧を作って揚げるという凧遊びの
本質を児童が体感できるように「凧作り集会」「凧
揚げ集会」と行事が関連付けられ、体験的な学習が
展開されているのである。そして、「大凧あげ祭り」
という伝統的イベントに参加し、所属感や連帯感を
深めているのである。一方、総合的学習における学
習指導では、「凧名人のお話」を聞くという⚓年生
の学習、「大凧の秘密を探り、パンフレットを作ろ
う」という⚕年生の学習、各学年での凧作りをとお
して、大凧揚げ習俗に関する歴史、凧の製作・飛揚
の技術、大凧揚げ習俗を支えてきた人々の心情や努
力等を知識として学んでいるのである。⚕年生で
は、学んだ知識をパンフレットに再構成し、「大凧
あげ祭り」参加者に配布するという形で祭りに参加
しているのである。そして、パンフレットをもらっ
た方から賞賛等を受け、達成感を高めているのであ
る。
こうした同校の教育活動は、毎年開催される「大
凧あげ祭り」とともに、地域の歴史や文化の「記憶
を維持するための具体的な装置」として機能してい
るのである。また、大凧揚げ習俗に関わる学習や経
験は、宝珠花地域の歴史や文化を共有する「『私た
ち』を創出」しているのである。
本研究の意義は、学校行事と学習指導を連携さ
せ、文化をとおした「社会への実際的参加」を実現
し、地域の歴史や文化を共有する「私たち」を「創
出」することによって地域伝統文化の継承を図って
いる宝珠花小学校の地域伝統文化教育を明らかにし
たところにある。今後の課題は、地域伝統文化への
参加と継承を図る教育実践を発掘、検討し、事例に
見られる伝統文化教育の内容と方法を明らかにする
ことである。
【註】
1）文部科学省（2006)，教育基本法第⚒条，http://www.
mext.go.jp/，2019年11月10日閲覧．
2）岸田友美・渋谷恵「今なぜシティズンシップ教育か」
嶺井明子編著『世界のシティズンシップ教育―グロー
バル時代の国民/市民形成』東信堂，2008年，p. 8.
3）文部科学省『小学校学習指導要領解説 社会編』東
洋館出版社，2008年，p. 3．
4）「伝統文化がつなぐ地域コミュニティ」国民生活セン
ター『たしかな目』東京官書普及，2003年⚙月号，pp.
44-46.
5）社会科学事典編集委員会『社会科学総合辞典』新日
本出版社，1992年11月，p. 213.
6）引地博之・青木俊明・大渕憲一「地域に対する愛着
の形成機構―物理的環境と社会的環境の影響―」土
木学会『土木学会論文集Ｄ』Vol. 65 No. 2，2009年，
pp. 101-110. なお，地域に対する愛着形成の要因とし
て、地域の自然、地域にある施設等の利便性や安全
性といった物理的環境も指摘されている。
7）同上
8）前掲（2）岸田・渋谷，p. 7.
9）①実践として次のものがある。
・矢賀睦都恵「わたしたちのまちかど博物館」，日本
生活教育連盟『生活教育』No. 677，生活ジャーナ
ル，2005年，pp. 76-83.
②研究として次のものがある。
・宮前耕史「地域の再生と地域伝統文化・学校教育
―岩手県・大槌町における『ふるさと科』の創造
と吉里吉里中学校の『郷土芸能伝承活動』―」北
海道教育大学：学校・地域教育研究支援センター
へき地教育研究支援部門『へき地教育研究』68，
2014年⚑月，pp. 49-61.
民俗学や地理学の研究成果を援用して、地域伝
統文化教育の意義を考察しようとするこの研究は、
本研究と考え方が同じである。宮前氏は、「これら
津波碑や、被災した地域の神社・氏神・墓碑といっ
た宗教施設もまたやはり『時間の経過とともに風
化していく記憶を、風化と戦って保存しよう』と
する『記憶の媒体＝記憶装置』であり、これに付
随して行われる祭礼や郷土芸能もまた『記憶を維
持するための具体的な装置』である」としている。
しかし、本研究では、非宗教的な地域伝統文化と
そのもとで行われる祭りや行事も、地域社会が、
その文化的独自性に対する記憶を「維持・更新す
るための具体的な装置」であるとして意義付けて
いるところが異なっている。
・拙稿「地域文化活動への参加を図る生活科授業構
成―小⚒生活科授業実践『わたしのまちかど博物
館』を手がかりに―」共愛学園前橋国際大学『教
育研究集録2017年度版』，2018年，pp. 37-46.
10）主な研究は、以下のとおりである。
①拙稿「文化の独自性と多様性の視点から凧を教材
化した授業実践の解明―小⚔総合的学習『凧のあ
がった日』を手がかりに―」関西学院大学教育学
会『教育学論究』第⚖号，2014年，pp. 163-171.
②拙稿「大凧合戦を教材とした学習指導の構成と関
連―新潟市立白根小学校の総合活動・道徳授業実
践を手がかりに―」和文化教育学会『和文化教育
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研究紀要』第⚙号，2015年，pp. 11-18.
③拙稿「地域コミュニティを形成する伝統文化教育
の方法―浜松市立西部中学校「夢をはぐくむ凧づ
くり」を手がかりとして―」和文化教育学会『和
文化教育研究』第11号，2017年，pp. 2-9.
11）春日部市HP，www.city.kasukabe.lg.jp/，2019年11月
10日閲覧．
当日は、大凧⚒張（15 m ×11 m：高校生以上が引手
を務める。）、小凧⚔張（⚖m ×⚔m：小学校⚑年生
以上が引手を務める。）が揚げられる。また、参加者
が持参した凧を揚げる時間もある。小凧は、1948年
から揚げられるようになった。当時の引手は、小学
校⚔年生以上である。小凧の引手が繰り下げられた
のは1969年である。大凧あげ祭りは「宝珠花の大凧
あげ祭り」（～1967年）、「庄和の大凧あげ祭り」（1968
年～）、「春日部の大凧あげ祭り」（2006年～）と名称
が変遷している。
12）同校の取り組みは、1986年度から始まっている。同
校『学校要覧』によると、1987年⚑月、保存会の方
に凧作りを学びたいという学校の要望で、「凧づくり
実技研修会」が実施されている。その後、各学級で
凧を製作し、凧揚げが行われている。また、「凧あげ
集会」は1988年12月に、保存会の方を招いて開催さ
れている。以降、名称の変遷は見られるが、宝珠花
小学校では「凧作り」と「凧あげ」が、保存会の方々
の協力を得て、学校行事として続いている。保存会
では、近隣の旧冨田小学校には、1992年から⚖年間
凧作りを教えている。旧江戸川中学校、埼玉県立庄
和高校等には、学校から要望のあった時に保存会の
方々が訪問し、凧作りを教えたり、大凧の歴史等を
話したりしている。
13）竹内常一『竹内常一 教育の仕事⚓ 学校改革論』
青木書店，1995年，p. 112. また、木原孝博は次のよ
うに述べている。「学校教育には、教科指導―認知的
社会科―科学・芸術・技術―認識―価値信念体系の
系と、生活指導－道徳的社会化行動・生活価値信念
体系の二つの系があり、二つの系が学校教育を成立
させている」木原孝博「学校教育の構造と教科指導」
河野重男・新井邦夫編『現代教育社会学講座⚔ 現
代学校の構造』東京大学出版会，1976年，p. 138.
14）文部科学省『小学校学習指導要領』平成29年⚓月，pp.
186-187. www.mext.go.jp/，2019年11月10日閲覧．
15）旧春日部市立宝珠花小学校 HP，www.hosyubana.
av‒center.kasukabe.saitama. jp/，2019年11月10日閲
覧．なお、「凧作り集会」「凧あげ集会」は、2000年
度より「総合的な学習の時間」として実施されてい
る。『平成12年度 春日部市立宝珠花小学校 学校要
覧』
16）同上．宝珠花小学校の児童は、毎年⚘～⚙割参加し
ている。また、2018年度、旧江戸川中学校の生徒は、
約50名参加している。
17）前掲15)、同校 HP、平成30年度「春日部市立宝珠花
小学校 大凧が夢を育む宝珠花小（グランドデザイ
ン）」、2019年11月10日閲覧．また、「凧あげまつりへ
の参加」は、「Ｐ-Ｄ-Ｃ-Ａによる学校評価」におけ
る「家庭･地域との連携」項目の一つに挙げられてい
る。「グランドデザイン」は、学校経営方針に変わる
学校の教育理念や果たすべき役割を描いた経営全体
構想である。文部科学省は、2002年度に、「自己評価
等及び情報の積極的な提供に関する規定等を設け」
た学校設置基準の改正を行っている。これを受けて、
例えば埼玉県では、2002年度に管理職を対象とした
「特色ある学校づくりグランドデザイン研修会」が開
催されるなど、小中高等学校でこの名称が使用され
るようになった。河田耕一・山浦秀男「経営ビジョ
ンを明確にするグランドデザイン」埼玉県立総合教
育センター『埼玉教育』653号，2003年⚔月，pp. 8-19.
18）小松和彦「『たましい』という名の記憶装置」小松和
彦編『記憶する民俗社会』人文書院，2000年⚙月，p.
49. 1990年，宝珠花小学校の隣に「記憶装置」とし
ての大凧会館が建設されている。大凧会館には地元
で製作された大凧、日本並びに世界各地の凧が展示
されていた。また、庄和地域の歴史を学ぶ歴史資料
室も併設されていた。しかし、東日本大震災で被害
を受け、取り壊された。
19）旧春日部市立宝珠花小学校『平成30年度 たからタ
イム 指導計画』をもとに筆者が作成した。
20）大橋有希子教諭へのインタビューで教えていただい
た。2019年⚑月28日実施．また、同日、第⚕時間目
の授業参観し、映像並びに文字記録を作成した。紙
幅の関係で、以下特に断らない限りはここからの引
用であり、この時に提供された資料である。
21）福田珠己「地域の展示と『私たち』の生成」「郷土」
研究会『郷土―表象と実践―』嵯峨野書院，2003年，
p. 70. ちなみに、2020年度の保存会の役員は、14/18
名が宝珠花小学校の卒業生である。
【記】
①本研究をまとめるにあたって、宝珠花小学校校長
であった窪田忍氏（現：春日部市立正善小学校校
長）、宝珠花小学校⚕年生担任大橋有希子教諭
（現：春日部市立備後小学校）、春日部市立江戸川
小中学校校長小林学氏、教頭早乙女康正氏、北原
英翁氏（現：春日部市立大増中学校）、埼玉県立
総合教育センター教育資料担当司書宮内彦成氏、
「大凧名人」内田悦二氏、春日部市庄和大凧文化
保存会会長川島栄氏、顧問伊藤正一氏には、授業
の公開、資料の提供、取材等で大変お世話になり
ました。記して感謝いたします。
②本研究は、関西学院大学大学共同研究（2018年
～2020年）「グローバル資質形成を図る日本の『伝
統と文化』教材の開発と検証」の研究成果の一つ
である。
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